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予算の審査から・一般会計予算に対する討論 

予

算

の

審

査

か

ら

 

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
18
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
３
月
８
日
・
９
日
の
両
日
、
平
成
19
年
度
当
初

予
算
に
つ
い
て
は
３
月
16
日
か
ら
30
日
ま
で
の
8
日
間
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
内
容
と
平
成
19
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
に
対
す
る
各
会
派
の
討
論
内
容

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
年
度
予
算
は
、
手
数
料
・

使
用
料
を
前
年
度
の
２
倍
以
上

に
し
た
こ
と
に
最
大
の
特
徴
が

あ
る
。
市
の
言
い
分
は
財
政
健

全
化
だ
が
、
行
政
の
懐
を
豊
か

に
す
る
た
め
の
資
金
を
、
市
民

の
懐
か
ら
移
し
か
え
る
も
の
だ
。

人
件
費
が
か
か
る
副
市
長
の
２

人
制
を
、
市
民
は
理
解
し
な
い
。

行
政
が
本
来
税
金
で
賄
う
も
の

ま
で
手
数
料
・
使
用
料
の
積
算

根
拠
に
含
め
て
お
り
、
値
上
げ

に
は
合
理
的
な
根
拠
が
な
い
。 

　
自
治
体
の
役
目
は
所
得
の
再

配
分
を
末
端
で
担
い
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
だ
。
障
害
者
、
高
齢
者
、

生
活
保
護
世
帯
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
々
に
対
し
て
の
独
自
施
策

が
な
い
の
は
理
解
で
き
な
い
。 

　
計
画
行
政
を
う
た
う
の
な
ら

適
正
な
計
画
が
必
要
だ
。
新
し

い
現
象
を
無
視
し
て
、
古
い
デ

ー
タ
で
の
結
論
あ
り
き
と
の
姿

勢
は
問
題
だ
。
誤
っ
た
政
策
選

択
で
は
む
だ
遣
い
に
な
る
。
今

実
施
さ
れ
て
い
る
計
画
の
デ
ー

タ
は
誤
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。 

  

◆
一
般
会
計 

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
12
億
８
千
46
万
８
千
円
増

額
し
、
603
億
８
千
214
万
円
と
す

る
も
の
。 

【
主
な
質
疑
項
目
】 

・
学
校
の
耐
震
補
強
が
終
了
す
る

が
、大
震
災
に
耐
え
得
る
の
か
。 

・
一
般
職
の
退
職
手
当
増
と
、

人
員
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
、
中

途
採
用
の
年
齢
幅
に
つ
い
て 

・
乳
幼
児
医
療
費
、
児
童
手
当

の
減
と
所
得
制
限
の
関
係
に

つ
い
て 

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決 

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

◆
受
託
水
道
事
業
特
別
会
計 

◆
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等

共
済
事
業
特
別
会
計 

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計 

◆
介
護
保
険
特
別
会
計 

◆
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計 

【
結
果
】以
上
、賛
成
全
員
で
可
決 

  

◆
一
般
会
計 

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
585
億
３
千
800
万
円
。
債
務

負
担
行
為
は
庁
舎
事
務
機
器
等

リ
ー
ス
料
な
ど
16
件
を
予
定
。

地
方
債
は
住
吉
福
祉
会
館
建
て

か
え
な
ど
17
事
業
、
35
億
９
千

580
万
円
の
借
入
限
度
額
を
予
定
。

一
時
借
入
金
の
最
高
額
は
60
億

円
と
定
め
る
。 

【
主
な
質
疑
項
目
】 

・
ま
ち
づ
く
り
整
備
基
金
と
自

然
環
境
保
全
に
つ
い
て 

・
合
併
特
例
債
と
地
方
交
付
税

と
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て 

・
国
保
特
別
会
計
と
下
水
道
特

別
会
計
の
一
般
会
計
繰
出
金

と
料
率
改
定
に
つ
い
て 

・
家
庭
ご
み
収
集
有
料
化
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
動
機
づ
け
）

と
説
明
責
任
に
つ
い
て 

・
合
併
の
２
本
算
定
の
減
に
よ

り
、
地
方
交
付
税
に
頼
ら
な

い
運
営
を
。 

・
「
は
な
バ
ス
」
の
総
合
的
見

直
し
を
実
施
計
画
に
ど
う
組

み
入
れ
る
か
。 

・*
特
別
支
援
教
育
と
学
校
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
研
修
体
制
の
確

立
に
つ
い
て 

・
小
麦
作
り
食
育
事
業
と
西
東
京

ブ
ラ
ン
ド
と
の
関
係
に
つ
い
て 

・
公
園
整
備
に
関
し
、
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
等
の
で
き
る
新
し

い
意
味
の
公
園
づ
く
り
に
つ

い
て
抜
本
的
な
考
慮
を
。 

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決 

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決 

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

【
主
な
質
疑
項
目
】 

・
徴
収
事
務
と
指
定
管
理
者
制

度
に
つ
い
て 

・
改
定
率
10
％
と
な
っ
た
審
議

会
の
妥
協
点
に
つ
い
て
　 

・
合
併
効
果
と
料
金
改
定
案
と

市
民
説
明
に
つ
い
て
　 

・
下
水
道
の
目
的
と
受
益
者
負

担
に
つ
い
て 

・
下
水
道
の
普
及
率
と
未
接
続

の
理
由
に
つ
い
て
　 

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決 

◆
受
託
水
道
事
業
特
別
会
計 

◆
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等

共
済
事
業
特
別
会
計 

◆
老
人
保
健
事
業
（
医
療
）
特

別
会
計 

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計 

◆
介
護
保
険
特
別
会
計 

【
結
果
】以
上
、賛
成
全
員
で
可
決 

◆
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計 

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決 

平
成
１９
年
度
当
初
予
算 

 

平
成
１８
年
度
補
正
予
算 

 

反　対 

市
民
の
懐
か
ら
財
政
へ 

道
理
な
き
値
上
予
算
！ 

無
所
属

森
　
　
　
て
る
お 

賛　成 

ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
!!  

突
然
の
２
人
副
市
長
制 

西
東
京
自
由
民
主
党
・
無
所
属

稲
　
垣
　
裕
　
二 

賛　成 

弱
者
切
捨
て
坂
口
市
長 

市
民
不
在
の
大
増
税 

西
東
京
市
議
会
公
明
党

小
　
幡
　
勝
　
己 

賛　成 

厳
し
い
財
政
の
も
と 

市
民
要
求
に
応
え
る
予
算 

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

安
　
斉
　
慎
一
郎 

賛　成 

ご
み
有
料
化
で
は 

丁
寧
な
趣
旨
説
明
を 

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

板
　
垣
　
洋
　
子 

賛　成 

財
政
運
営
の
か
じ
取
り 

に
慎
重
な
対
応
を 

無
所
属

納
　
田
　
さ
お
り 

賛　成 

健
全
で
持
続
可
能
な 

行
財
政
運
営
を
！ 

民
主
党
・
社
民
ク
ラ
ブ

山
　
崎
　
英
　
昭 

一般会計予算 
に対する 
討　論 

一般会計予算 
に対する 
討　論 

    

　
本
予
算
は
「
自
立
し
た
財
政

基
盤
の
確
立
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
た
予
算
で
あ
り
、
歳
入
歳
出

585
億
３
千
800
万
円
で
、
７
億
１

千
800
万
円
、
1.2
％
増
だ
。
ま
た
、

基
金
は
約
48
億
８
千
万
円
と
大

幅
に
取
り
崩
し
て
お
り
、
注
視

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
保
会
計
・

下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
を
考

慮
し
た
経
常
収
支
比
率
は
105
・

４
％
と
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
市
民
周
知
が
不
十
分
な

ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
、
我

が
会
派
に
お
い
て
は
、
収
集
体

制
並
び
に
ご
み
袋
有
料
化
の
半

減
を
提
案
す
る
も
受
け
入
れ
ら

れ
ず
、
さ
ら
に
下
水
道
料
金
の

値
上
げ
や
事
務
手
数
料
の
値
上

げ
等
「
自
立
し
た
財
政
基
盤
の

確
立
」
の
名
を
か
り
た
行
政
の

自
己
保
身
と
さ
え
受
け
取
ら
れ

か
ね
な
い
。
ま
た
突
然
の
副
市

長
２
人
制
の
導
入
は
、
迅
速
な

政
策
決
定
・
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト

化
を
考
え
る
と
理
解
で
き
な
い

が
、
今
後
に
期
待
し
消
極
的
で

は
あ
る
が
賛
成
と
す
る
。 

    

国
の
赤
字
の
押
し
つ
け
、
今
年

度
23
億
７
千
万
円 

　
地
方
財
政
の
三
位
一
体
の
改

革
と
称
す
る
国
の
赤
字
の
押
し

つ
け
で
、
今
年
度
23
億
７
千
万

円
、
４
年
間
で
87
億
８
千
万
円

の
財
源
を
奪
わ
れ
て
い
る
。 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
、

学
習
支
援
員
の
配
置
、
木
造
住

宅
耐
震
診
断
助
成
を
計
上 

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
、

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
の
所

得
制
限
撤
廃
を
５
歳
未
満
か
ら

小
学
校
入
学
前
ま
で
拡
大
、
小

中
学
生
の
医
療
費
負
担
３
割
の

う
ち
１
割
を
助
成
、
木
造
住
宅

耐
震
診
断
補
助
、
小
学
１
年
生

の
35
人
以
上
の
学
級
に
学
習
支

援
員
を
配
置
す
る
な
ど
は
、
市

民
要
求
に
こ
た
え
た
予
算
だ
。 

　
ま
た
、
小
規
模
多
機
能
型
介

護
施
設
な
ど
高
齢
者
・
障
害
者

の
施
設
整
備
補
助
・
学
童
ク
ラ

ブ
や
保
育
園
の
児
童
福
祉
施
設

の
整
備
・
改
修
工
事
、
小
学
校

体
育
館
大
規
模
改
造
、
中
学
校

体
育
館
耐
震
補
強
、
市
民
健
康

診
査
の
無
料
制
を
評
価
す
る
。 

    

　
本
年
度
予
算
は
昨
年
比
で
約

24
億
円
の
市
税
収
入
増
で
あ
る
。

地
方
交
付
税
も
約
４
億
円
の
収

入
増
が
見
込
ま
れ
る
中
、
家
庭

ご
み
処
理
手
数
料
約
６
億
円
等
、

年
間
に
す
る
と
約
８
億
３
千
万

円
の
大
幅
市
民
負
担
増
の
予
算

編
成
で
あ
る
。
ご
み
の
有
料
化

は
、
市
民
に
対
し
て
情
報
公
開
・

市
民
参
加
・
説
明
責
任
の
欠
如

で
あ
り
、
議
会
で
条
例
を
決
め

て
か
ら
市
民
に
説
明
す
る
市
長

の
政
治
姿
勢
に
市
民
の
厳
し
い

批
判
は
免
れ
な
い
。
下
水
道
料

金
の
値
上
げ
は
激
変
緩
和
措
置

も
せ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利

用
料
の
値
上
げ
も
激
変
緩
和
措

置
や
青
少
年
団
体
の
利
用
料
減

免
措
置
が
な
い
等
、
市
長
の
市

民
不
在
、
政
治
不
毛
の
料
金
改

定
で
あ
る
と
厳
し
く
指
摘
す
る
。

し
か
し
、
公
明
党
が
推
進
し
て

き
た
乳
幼
児
医
療
費
の
未
就
学

児
ま
で
の
無
料
化
及
び
所
得
制

限
撤
廃
、
学
習
支
援
員
の
配
置
、

保
険
証
の
個
人
カ
ー
ド
化
等
が

予
算
化
さ
れ
、
断
腸
の
思
い
で

賛
成
す
る
。 

    

　
財
政
状
況
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
が
、
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
を
堅
持
し
、
内
部
コ
ス
ト
の

さ
ら
な
る
削
減
に
努
め
る
こ
と

で
、持
続
可
能
な
、
し
か
し
、新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
忘
れ
な
い

地
域
経
営
の
実
現
を
要
望
す
る
。 

　
今
予
算
で
評
価
す
る
点
は
、

学
習
支
援
員
の
導
入
、
い
き
い

き
ミ
ニ
デ
イ
の
拡
充
、
緑
の
カ

ー
テ
ン
実
施
校
の
拡
充
、
そ
の

他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集

の
開
始
、
障
害
者
就
労
支
援
体

制
の
拡
充
、
防
災
農
地
の
確
保

な
ど
で
あ
る
。 

　
ご
み
有
料
化
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
趣
旨
を
、
一
人
で
も
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
力
を
続

け
て
ほ
し
い
。 

　
使
用
料
・
手
数
料
等
の
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
考

え
方
は
賛
同
す
る
が
、
細
か
い

点
で
課
題
が
数
多
く
あ
る
。
早

急
に
整
理
を
行
う
べ
き
だ
。 

　
行
政
評
価
制
度
を
受
け
た
事

務
事
業
の
見
直
し
等
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
約
９
億
７
千
万
円

の
財
源
確
保
が
図
ら
れ
、
60
項

目
に
及
ぶ
新
規
・
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
事
業
が
実
現
し
た
こ
と
を
評

価
す
る
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
所
得
制
限
な
し
の
対
象
を
就

学
前
ま
で
拡
大
し
、
市
長
は
政

権
公
約
を
実
現
し
た
。
ま
た
、小

学
校
１
年
生
の
35
人
以
上
学
級

へ
の
学
習
支
援
員
配
置
、
特
別

支
援
教
育
の
相
談
事
業
拡
充
と
、

教
育
行
政
に
一
定
の
前
進
が
見

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
虐
待
防
止

の
先
駆
型
へ
移
行
、
成
年
後
見

事
業
の
充
実
化
等
、
子
ど
も
と

高
齢
者
の
権
利
を
擁
護
し
保
護

す
る
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。 

　
し
か
し
、
市
全
体
の
財
政
状

況
を
見
れ
ば
、
交
付
税
の
見
通

し
が
立
た
な
い
等
、
歳
入
確
保

に
依
然
予
断
を
許
さ
な
い
。
少

子
高
齢
化
対
策
・
後
期
基
本
計

画
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
重

要
な
政
策
選
択
が
山
積
み
の
中
、

慎
重
な
財
政
運
営
を
要
望
す
る
。 

　
歳
入
は
、
税
源
移
譲
等
に
よ

り
市
税
収
入
が
大
き
く
伸
び
た

が
、
国
か
ら
の
財
源
が
減
少
し

財
政
に
余
裕
は
な
い
。 

　
歳
出
は
、
財
政
が
厳
し
い
中
、

私
ど
も
の
要
望
事
項
も
交
え
市

民
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
多
く

の
新
規
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業

に
取
り
組
む
努
力
を
評
価
す
る
。 

　
ま
た
、
経
常
収
支
比
率
は
国

保
や
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
赤
字
補
て
ん
的
な
繰
出
金
を

加
え
る
と
105
％
を
超
え
、
既
存

事
業
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
せ
ね
ば
新

た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら

れ
な
い
。
限
ら
れ
た
基
金
に
頼

る
予
算
編
成
を
続
け
る
わ
け
に

は
い
か
ず
、合
併
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
し
て
い
る
う
ち
に
将
来
へ
負

担
を
残
さ
な
い
行
財
政
運
営
の

基
盤
を
確
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

　
本
当
に
市
民
の
た
め
を
考
え

る
な
ら
ば
、
厳
し
い
選
択
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
理
由
を
き
ち
ん

と
説
明
し
、
健
全
な
行
財
政
運

営
を
持
続
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

　
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

行
動
に
期
待
し
て
、
賛
成
す
る
。 


